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正 量 部 σ 随 眠 説
Samsk?"tdsamskrta-viniscaya第17章
並 川 孝 儀 避
イン ド部派仏教史において18部派或いは20部 派もの多数の部派が存在してい




化地部等の如き部派も,各 々 『摩訶僧祗律』,『四分律』,『五分律』 といった律
典を所伝する事実やその他の種々の伝承からも,そ の勢力が強大であったであ
ろうことは窺い知れる。しかしながら,こ れ らの部派の実態を伝える資料は限
られてお り,特 に部派の存立の根本をなす教理面においては,そ の傾向が顕著
である。文献の残存事情,即 ち量の多少がそのまま歴史的事実へと投影される
ことだけは回避されなければならない。,





訳)とr律 二十二明了論』、一巻(真 諦訳)の 一論書,一 小律に過 ぎない。玄奘は
15種 もの正量部所伝の経,律 ∫、論を将来した と伝えられるが,こ れらも残存は
していない。 この二文献だけで正量部の実態を明らかにすることは困難である。
『三彌底部論』によって正量部の根本教理である補特伽羅論は知 り得るが,こ
れ とて資料 自体,難 解な漢訳等の理由の故に十分 とは言えず,又,『 律二十二




havatthu(Kv),Kα 疏伽 α彡∫肋 勿 α肋7仰 α一atthakathd ,r異 部 宗 輪 論 』(異 訳 と
して 『十 八 部 論 』,『部 執 異 論』),チ ベ ッ ト伝 承 のBhavyaのNikayabhedavi.
bhangavyakhyana,VinitadevaのSamayabhedoparacanacakrenikayabhedo・
padesanasamgraha等 が:補助 的 資 料 とし て 存 在す る。 正 量 部 の母 胎 と も言 わ
れ,区 別 な く呼 称 され た とも言 わ れ る犢 子部 に関 す る文 献 も単 独 の資 料 とし て
は残 って い な い 。 し か し,こ の犢 子 部 の 諸説 を伝 え る資 料 は 多 数 あ る 。今,こ
れ を正 量 部 の 関 連資 料 とし て列 挙 す れ ば,Abhidharmakosabhasya(AKBh)
































で,サ ン ス ク リ ッ ト語 の 題 名 は本 書 の冒 頭 に 示 され
Saxnskrtasamskrtaviniscaya(以 下SAV)
とあ る。 作 者 はSAVの 中 で
stobsbcudpalbsesgreen(Dasabalasrimitra)
と記 され るが,訳 者 に つ い て の記 述 は ない 。 チ ベ ッ ト大 蔵 経 のbstan'gyurに
収 め られ るSAVは,北 京版 で はmdo'gre1(sutra-tika)のnomtsharbstan
もcos(adbhuta-sastra)ぴ こ,そ して デ ル ゲ版 で はdbuma(madhyamaka)シ こ各
々編 集 され て い るが,そ の相 違 は如 何 な る理 由 に よる もの か は不 明 で あ る 。
SAVの 作 者 及 び 成 立 年 代 に 関す る研 究 は,今 日迄 ほ とん どな され て い な い
た め,そ の詳 細 を知 る こ とは で きな い が,唯 一,P.Skillingの 見解 が見 い 出
ゆ
せ る。 彼 に よれ ば,SAVは 作者Dasabalasrimitraが セ ー ナ 王 朝 時 代 に 北 イ
ン ドで著 述 した もの,と 考 察 して い る こ とか ら,12世 紀 後 半 か ら13世 紀 に か け
　あ
て の成 立 と見 做 せ る。 しか し,そ の論 拠 は示 され てお らず,確 定 的 で あ る とは
現 段 階 で必 ず し も言 え ない 。
SAVの 構 成 は全35章 よ り成 る。 第1章 で 有 為,無 為 の 分 別 が 先 ず 説 か
れ,第2章 ～12章 で は 毘 婆沙 師(Vaibhasika),第13章 ～15章 で は 南 方 上 座部
(Sthaviravadin),第16章 ～21章 で は正 量 部(Sammatiya)の,こ れ ら声 聞乗
(sravakayana)の 説 が 示 され,そ して 第22章 ～34章 で菩 薩 乗(bodhisattvayana)
の教 説 が,最 後 の第35章 では 無 為 の決 択 が説 示 され て い る 。SAV全 体 の構 成




(1>,有 為 無 為 の 分 別
〔豆〕.毘 婆 沙 師 の 説
(2)因hetu
(3)器 世 間bhajana-loka
(4)有 情 世 間sattva-loka
(5)色 と 時rupa-kala
(6)身 体 と寿 量kaya・ayuh




⑪ 聖 世 界arya-10ka
⑫ 四 聖 諦catur-arya-satya
〔皿 〕 南 方 上 座 部 の 説,㌧,
⑬ 蘊,処,界skaridha-ayatana-dhatu
⑭ 縁 起pratityasamutpada
⑮ 卜聖 諦 善 巧arya-Satya-kausalya
〔N〕 聖 正 量 部 の 説






⑳ 不 動 業aninjya-karman
⑳ 聖 諦arya-satya
〔V〕 菩 薩 乗 の 説,.
⑳ 波'羅 蜜paramita∫1.、`





















































㈲ 発 菩 提 心bodhicittotpada.
eの 般 若 波 羅 蜜 義 の 修 習prajna-
paramita-artha-bhavana
無 漏 法anasrava-dliarma
⑳ 諸 経 に 説 か れ る 如 来 の 功 徳nana-
sutra-bhasita-tathagata-guna
㈹ 仏 身 相 と 相 好Buddha・kaya-laksana・
anuvyan亅ana
G⇒ 如 来 の 教 法tathagata-pravacana




























で記述されたものと窺xる が,そ の意図はともかく,部 派の教説の紹介は部派
仏教研究に貴量な資料を提供して くれる。その重要性は,各 部派の教理内容に
関しては当然のこと,部 派仏教の伝承問題を考察する上にも意味をもつ。即ち,
SAVの 成立年代をP.Skillingの 説の如 くに12世 紀後半頃 とたとえしな くて
も,相 当後代のものと考xる なら,諸 部派中より説一切有部,南 方上座部,正
量部の3部 派のみが取 り上げられている点は,恰 も後代における部派の実情を
示しているが如くである。
〔皿〕の記述は,主 としてAKBhか らの引用或いはその要約で占められる
ものの他,一 部それ以外 と思われる文献からの引用 も見い出せる。 〔皿〕は,
種々の文献よりの引用によって南方上座部の教理を説示 してい るが,特 に,
5
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Vimuktimargaか らの引用は,こ れが漢訳 『解脱道論』としてのみ現存してい
なゆ
るだけに,別 の意味で文献上有意義な資料であると言 　る。
さて,正 量部の教理に関しては6章 より説示 されているが,そ の内容は随眠
論,福 徳論 不動業論,四 諦論の4種 に大別される。いずれも現存する他の文
献には知ることのできない教説であ り,極 めて貴重な資料 と言える。SAVに
はこれら以外に正量部に関する記述が5箇 所で紹介されている。その内容は,
ゆ なの ロの ロロ ロの
宇宙論,結 集,釈 迦によって礼拝された仏,500仏,釈 迦の16の過去業に関す
るものである。正量部の教理の代表として知 られる補特伽羅論が,SAVに は





Dasabalasrimitraに よって著わされたSAVの 記述形式は,文 献か らの直
接の引用 と作者 自身によってまとめ上げられた記述とい う両面 より成 り立って




第17章 の随眠の説示内容は,以 下の10項 目に区分できる。






(7)大 遍行,小 遍行,小 地の3分 類
(8)大 遍行,大 遍行相似,小 遍行,小 遍行相似,小 地の5分 類
6一
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(9)大 境,大 境相似,小 境,小 境相似,小 の5分 類
⑩ 大所縁性,大 因性,大 随眠性,大 具足性による分類




章名の随眠(anusaya)に ついて,そ の定義は 「煩悩の悪魔の軍衆 〔である
随眠〕それらこそはすべての雑染の原因である。」 と,そ れが雑染の根本であ
ることを示していること以外,そ の他の詳細な説明は見られない。SAVに は,






































⑳ 食 不 調 性bhakte'saxnata
随 眠 蟹 は10種 の根 本 煩 悩 法 で あ り,非 随 眠 は21法 を 数 え るが,随 眠 と非 随 眠
ゆ
の 定義 も,又,両 者 の 区分 は 何 に よる もの か も説 か れ て い な い 。非 随 眠 の 中,
誑,諂,無 尋,掉 挙,放 逸,棔 沈,曹 憤,睡 眠,悔,僑,不 忍,喰 不 調性 の12
法 が纒(paryavasthana)と され るが,こ れ は説 一 切 有 部 の 八 纒 や 十纏 と も異 な
ロの 　
った説である0随 眠 と纒と煩悩 とい う各語義については,説一切有部,大 衆部,
にむ
経量部,犢 子部で種々の異なった見解が知 られているが,正 量部が如何なる立
場にあるかは,こ の資料だけでは決定し得ない。ただ,同 系の犢子部は,纒 は
一切随眠であるが,随 眠は必ずしも纒 というわけでない,と の見解が示され,




で,そ の点を記す ことにする。先ず,10随 眠の記述順序であるが,有 部論書で
は,貪 欲,瞋,慢,無 明,有 身見,辺 執見,邪 見,見 取,戒 禁取,疑 と配列さ
れるが,SAVで は邪見が五見の最初に置かれる。次に,各 法の定義であるが,
SAVで は,貪 欲,瞋,慢,無 明,有 身見,辺 執見 見取,戒 禁取について簡
略な説明に過ぎないが,有 部論書の定義と基本的に同一であ ると見倣 して よ
い。 しかし,邪 見と疑については少し説明を必要とする。 邪見は 「「布施はな




ている。ただ,前 半部の表現は阿含経典にも見 られ,『 雑阿毘曇心論』等にも
　
見られ,後 半部は 『正法念処経』の定義と同一である。疑は2種 定義される。
即ち,四 諦を謗 ることと,清 浄なるもの(仏,法,僧 の三宝)を 謗ることであ
8亠





10随眠は欲界,色 界,無 色界の三界と見苦所断,見 集所断,見 滅所断,見 道
所断 、修所断の5部 により,開 かれて98随 眠となる。即ち,貪 欲と慢と無明ぱ
欲界,色 界,無 色界の三界各々に苦,集,滅,道,修 の見所断があり,各15種
で,計45種 とな り,邪 見 と見取と疑は三界各kに 苦,集,一 滅,道 の見所断があ
り,各12種 で,計36種 とな り,戒 禁取は三界各kY`苦,一 道の見所断があり,6
種とな り,有 身見と辺執見は三界各々に苦の見所断があ り,各3種 で,計6種
とな り,そ して,瞋 は欲界に苦,・集,滅,道,修 の見所断カミあ り;5種 となる。
このように,SAVに 説かれる98随眠は説一切有部と全 く同一であり,正 量部
も説一切有部 と同様,98随 眠説を採用していたことが判明する。
10随眠は3種 及び5種 に分類 される。この分類は正量部に固有の説である。
3種 の分類とは,大 遍行,小 遍行,小(煩 悩)地 であり,5種 の分類とは,大









































※有身見,辺 執見 戒禁取,疑 は5分 類 の場合,小 遍行相似である。尚,非 随眠の相 、
、謡ま大随眠性以外の3大 佳であ る。 バ'
錨9一
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遍行,大 遍行相似,小 遍行,小 遍行相似,小 地である。この5種 の分類は,ま
た別に境(visaya)の 大小によって大境,大 境相似,小 境,小 境相似,小 とに
分類される。そして次に,こ れら遍行等の相カミ説かれる。それは,す べての所
知を所縁 とする大所縁性と,同 じ界 と同じ類 の因となっている大因性 と,す べ
てに随眠する大随眠性と,同 じ類によって遍 く合する大具足性の4種 である。
そして,更 に遍行等は苦,集,滅,道 の諦障によって区分される。ここで,こ
れ ら正量部固有の随眠説を簡略にまとめると,前 頁の表の如 くになろう。
この遍行等の分類やその相である大所縁性等に関して,説 一切有部にも同様
の説が見 られることも事実である。説一切有部では,98随 眠の諸門分別の一 と
　
して遍行,非 遍行が説かれ,そ の遍行の定義 として3種 が挙げられる。即ち,
遍 く縁じ,随 眠し,因 とな6て 染法を生ず,と ある如 くジ所縁,随 眠,因 の3
種がそれである。これは各k大 所縁性,大 随眠性,大 因性に相応するのではな
いかと推測 し得 る。このように,説 一切有部の遍行,非 遍行 とい う分類 とは異










〔聖 一 切 所 貴 部('phagspamanposbkurba'isde,sammatiya)の 聖 典 に
は,次 の 如 く説 か れ る 。〕(D.212x6,P.137a4)随 眠(baglanal,anusaya)も ま
た 四 つ の 規 定(rnampar..:Pa,vyavasthana)が あ る 。 即 ち,次 の 如 く で
あ る 。 法(chos,dharma)の 規 定 と,相(mtshanriid,laksana)の 規 定 と,
一10一
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界(khams,dhatu)の 区 別 〔に よ る も の 〕 と,所 断(rspanbya,prahatavya)
の 区 別 〔に よ る も の 〕 で あ る 。
そ こ で,法 の 規 定 〔と 言 うの 〕 は 十 の 随 眠 で あ る 。 即 ち,次 の 如 くで あ る 。
貪 欲('dodchags,.:.)と 瞋(khonkhro,pratigha)と 慢(nargyal,mana)
と無 明(marigPa,avidya)と 邪 見(logParltaba,mithyadrsti)と 有 身 見
(ranlusIaltaba,svakayadrsti)と 辺 執 見(mthar'dziriparltaba,antagra-
hadr§ の と 見 取(ltabamchogto'dzinpa,drstiparamarsa)と 戒 禁 取(tshul
khrimsdanbrtu1彡ugsmchogto'dzinpa,silavrataparamarsa)と(D.212b)
疑(thetsom,vicikitsa)で あ る 。




の如 くであ る。 「布施はない……」と称するもの等の相の存在を推度する邪見
と,「 色は無常である」 と称するもの等(P.137b)を 顛倒 して思惟する邪見で
(4)(5)
ある。法 と有情を我 と理解することが有身見である。人を常 〔である〕と〔か〕,
常でない 〔とか,と い うよう〕に理解することが辺執見である。有漏の法を最
勝 とのみ理解することが見取である。有漏の法を清浄と理解することが戒禁取
ゆ
で あ る。 疑 は 二 種 で,諦 を謗 る こ と と,清 浄 な る もの を謗 る こ とで あ る。 この
中,諦 を 誹 謗 す る こ とは 四 種 で あ る。即 ち,次 の 如 くで あ る。苦 〔諦 〕 を謗 る
こ と と,集 〔諦 〕 を 謗 る こ と と,滅 〔諦 〕 を 謗 る こ と と,道 〔諦〕 を 謗 る こと
で あ る。 清 浄 な る も のを 謗 る こ とは三 種 で あ る。 即 ち,次 の 如 くで あ る。仏 を
謗 る こ と と,法 を謗 る こ とと,僧 伽 を謗 る こ とで あ る。 こ の中,仏 と僧 伽 に疑
い を 生 ず る こ とは苦 〔諦 〕 の障 な る もの(gegsriid,vibandha)で あ る。 法 に
疑 い を 生 ず る こ とは滅 〔諦 〕 の障 であ る。諦 を謗 る こ とは,ま た 各 々に 四 種 で
あ る。 即 ち,次 の 如 くで あ る。 苦 〔諦 〕 の 障 と,集 〔諦 〕 の障 と,滅 〔諦〕 の
障 と,道 〔諦〕 の 障 で あ る 。
くの
界の区別には三種がある。即ち,次 の如 くである。欲 〔界〕に摂せ られるも
のと,色 〔界〕に摂せられるものと,無 色 〔界〕に摂せられるものである。こ
くみ
の中,欲 〔界〕に摂せられるものは十で,〔 貪欲等の十種〕その如 くである。
色 〔界〕に摂せられるものは九で,(P.138a)こ れは瞋が除かれる。無色 〔界〕
一11一
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に摂 せ られ る もの 〔も〕 九 で,こ れ 〔も〕 瞋 が 除 かれ る。
所 断 の区 別 に よれ ば,随 眠 は五 種(部)に な る。苦 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに
よって 断 ぜ られ る もの と,集 〔諦 〕 が(D.213a)見 られ る こ とによ って 断 ぜ ら
れ る もの と,滅 〔諦 〕 が見 られ る こ とに よ って 断ぜ られ る も の と,道 〔諦〕 が
見 られ る こ とに よっ て 断ぜ られ る も の と,修 習(bsgo血pa,bhavana)に ょ っ
て 断 ぜ られ る もの で あ る 。 こ の中,欲 界 に は貪 欲 が五 部 であ る。 即 ち,次 の 如
くで あ る。苦 〔諦 〕,集 〔諦 〕,滅 〔諦 〕,道 〔諦 が見 られ る こ とに よ って 断 ぜ
ゆウ
られ る もの〕 と修 習 に よって 断 ぜ られ る もの で あ る。 同 様 に,色 界 に 〔も〕 五
部 あ る。 同様 に,無 色界 に 〔も〕 五 部 あ る。五 〔部 〕 が 三 〔界 に あ る こ と〕で,
十五 の貪 欲 とな る。 同様 に,十 五 の 慢 と,同 様 に,十 五 の痴(rmons,moha)
ゆ
と,十 五が三 〔法〕で四十五 となる。邪見は欲界に四部ある。即ち,次 の如 く
である。苦 〔諦〕,集 〔諦〕,滅 〔諦〕,道 〔諦〕が見られることによって断ぜ
られるものであるo'同 様に,色 界に 〔も〕四部ある。同様に,無 色界に 〔も〕
ゆ
四部ある。これが四部の邪見の三 〔界分〕であって,〔 即ち,合 計〕十二であ
る。伺様に,見 取は十二である。 十二種の疑 と 〔合わせて,〕十二が三 〔法〕
ゆ
で三 十 六 で あ る。 戒 禁 取 は 欲界 に二 部 あ る。 即 ち,次 の 如 くで あ る 。苦 〔諦 〕
と道 〔諦 〕 が 見 られ る こ とに より て 断ぜ られ る もの 〔で あ る〕 と同様 に,色 界
に 〔も〕、二 部,そ して 同 様 に,無 色 界 に 〔も〕(P.138b)二 部 あ る。 これ が 二
.'〔部 〕 の戒 禁 取 の三 〔界 分〕 で あ っ て,即 ち 〔合 計〕 六 で あ る 。 こ の 中,無 色
界 に は戒(tshulkhrims,sila)は な い の で あ るか ら,禁(brtul彡ugs,vrata)
ロ　
のみであると知 られるべきである。有身見は三界における身を確かなものと見
る 〔ことで,〕 三 〔であるが,そ れ〕 は苦 〔諦〕が見られることによって断ぜ
am㈲
られるもののみである。同様に,辺 執見も三である。この両者はまた三界にお
いて六 となる。瞋は欲界において五部ある。即ち,次 の如 くである。苦 〔諦〕,.
集 〔諦〕,滅 〔調,道 〔諦が見 ら泌 ことによって驪 ら泌 ものど 〕修(9)
によって断ぜられるものである。ζのように,こ れら随眠は界と断ぜられるも
この
㊧ の 区別 に よ り開 くとジ 九 十 八 とな る で あ ろ う。 ,い
,{さて 」 また随 眠 は三 種 で あ る。 即 ち,次 の 如 くで あ る。 大 遍 行(thanis
caddμ'gTObachenpo)と 小 遍 行(thalnscaddu'grobachuiinu)と 小 地
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(sashunnupa)で あ る。大 遍 行(kunto'grobaCheripo)(P・213b)と は
痴(gtimug,moha)の こ とで,即 ち,各 界 にお け る種 々 の異 な った 断 ぜ られ"
る もの は五 部 で あ る。 小 遍行(kunto'grobachunhuNま 六 〔樹 で あ る。、
即 ち,次 の 如 くで あ る。 邪見 と有 身 見 と辺 執 見 と見 取 と戒 禁 取 と疑 であ るっ 小
地 は 三 〔種 〕 で あ る。 即 ち,次 の如 く,貪 欲 と瞋 と慢 で あ る。 また 説 かれ る。
「大 遍 行 は 痴(rmonspa)で あ る。 疑 と五 見 が 小 遍 行 で あ る。 〔そ し て〕 残 り
が 小 煩 悩 地(nonmopsshunnu'isapa)で あ る。∫ と説 か れ てい る。
また 〔別 の説 明 で は〕五 種 が あ る。即 ち,次 の如 くで あ る。大 遍 行 と大(P.
139a)遍 行 相 似(thamscaddu'grobachenpodah'mtshuhspa)と 小遍 行
と小遍 行 相 似(thamscaddu'grochunnuItabu)と 小地 で あ る。 〔大}
遍行 そ の も のに つ い て説 かれ る。 三 界 の 苦 〔諦〕 の障 と集 〔諦 〕 の 障 の両 者 が
随 眠 〔で あ る〕 そ れ が 大 遍行 そ の も ので あ る。 随 眠 〔で あ る〕 それ が 滅 て諦工
の 障 と道 〔諦 〕 の障 〔で あ る もの〕 が 大 遍 行 相 似 で あ る。 小 遍行 そ の も のに つ
い て 説 か れ る。五 見 と疑 〔であ る〕 それ が 苦 〔諦〕 の 障 と集 〔諦 〕 の 障 〔であ
る も の〕 が 小 遍行 で あ り,そ れ が滅 〔諦 〕 の障 と道'〔諦 〕 の 障 で あ る 可 能 性
⑰ 鰌
(sridpa)の あるものが小遍行相似である。 ここで}可 能性の意味は何かと言
ロロ 　
えば,〔 それについて〕説明しよう。即ち,有 身見 と辺執見 と戒禁取 とい う三
見が遍在 しているのではないから,〔 それが小〕遍行相似 と言われる意味なの
である。三界の修書によって断ぜられるものである無明と,欲 界における貪欲
ゆゆ
と瞋と慢は 〔各k〕 苦 〔諦〕 と集 〔諦〕と滅 〔諦〕 と道 〔諦が見 られることに
よって断ぜられるもの〕 と修習によって断ぜられるものに より五種である。色
界における貪欲 と慢の両者はそれ と同様に,五 種である。 〔色界 と〕同様に∴
無色界において 〔も〕五種である0こ れ らが小地である。また説かれる。r小
遍行 〔とい う分類〕を伴なった遍行と説かれるそれら 〔大遍行と小遍行〕の両
者は,苦 〔諦〕.と因(集)〔 諦〕が見 られる(P.139b)こ とによって断ぜ られる
(D.214a)も の 〔である〕 と説かれたことを知 るべきである。これは,ζ こで滅
,:〔諦〕1の障と道 〔諦〕の障としての可能性をもつものらが遍行等の相似である。
〔そして,そ の〕残 りが小地である。」 と説かれている。 う 一 ㌃'
また,こ れら工随眠〕が何故五種に分類されるのか と言}xぼ,〔 それについ
一13一
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て〕 説 明 し よ う。 即 ち,何 か らそ れ らの所 作 が あ るか に よっ て,五 種 〔に 分 け
られ る の〕 で 〔あ って 〕,即 ち,大 境(yulchenpo)と 大 境 相 似(yulchenpo
dan'draba)と 小境(yulchunnu)と 小 境 相似(yulChunnudan・draba)
と小(Chunnupa)で あ る。
　
また ・ これ ら遍 行 等 の相 を 説 明 し よ う。大 遍 行 は 大 性(thenporiid)が 四
種 で あ る 。r即ち・ 次 の 如 くで あ る。大 所 縁 性(dmigspachenporiid)と 大
因性(rgyuthenporiid)と 大 随 眠 性(baglarialchenporiid)と 大 具
足 性(kuntuldanpathenporiid)で あ る。 この 中,大 遍 行 は す べ て の所 知
をも所観 なすから,こ れ蒜 所雛 である。大遍行は同堺 と同麟 の因と
　
なっているから,こ れが大因性である。 〔大〕遍行はす べ てに随眠(rjessu
rialba)す るのであるから,こ れが大随眠性である。 〔大〕遍行は同じ類によ
っても遍 く合するのであるから,こ れが大具足性である。四種の大 〔所縁性,
因性,随 眠性,具 足性の〕作用を具有するから,六 〔種〕の痴が大遍行である。
即ち,次 の如 くである。欲 〔界〕における苦 〔諦〕の障 と集 〔諦〕の障と,色









二 〔種〕である。即ち,次 の如 くである。大所縁性と大具足性である。 〔五〕
見 と疑は大性が一 〔種〕である。即ち,次 の如 くである。大所縁性である。従
ぬお
って,こ れが滅 〔諦の障〕 と道 〔諦〕の障は相似 であ る。 この中,無 明は三
おあ
界の滅 〔諦の障〕 と道 〔諦〕の障と大遍行相似である。有身見と辺執見と戒禁
取 という三見 と疑は,滅 〔諦の障〕 と道 〔諦〕の障 とに相似し,小 遍行相似で
おむ
ある。小地の随眠は大性が一種で,同 じ界 〔とユ同じ類における 〔大因性〕であ
る。その小地はまた三界の修習によらて断ぜ られるものである無明と(P .140b),
貪欲 と慢は欲界において前述の如 く五種である。色界と無色界において 〔も〕
前述の如 く五種 と,知 られるべきである。随眠(rjesballarial)で ないもの
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は大性が三 〔種〕である。、即ち,次 の如 くである♂大所縁性と大因性と大具足
おロ
性 で あ る。 何 の故 に,こ こに そ れ は 随 眠 し な い のか 〔と 言 え ぼ;そ れ は〕 纒
(kunnasdkrispa,paryavasthana)の み で あ るが 故 で あ る。 また 説 冷 れ る。
「す べ て に お け る所 縁 と,自 己 の 界 の 因 性 と,自 己 に お け る随 眠 性 と,す べ て
の同じ類の合が大遍行の相であ航 小遍行はそれに続いて豈種鳩 遍く合しな
い 〔もの〕 と知るべきである。 〔大遍行相似と小遍行〕相似 と小 〔地〕、のすべ
おの
て は,同 じ類 性 で,無 明 のみ を 具 有 す る もの で,因 〔の〕 義 と随 眠 〔の〕 義 と,
自己 の 類 に おい て 前 述 の如 く二 〔種 〕 で,貪 欲 等 〔の〕 所 説 の相,そ れ らが そ
の もの で あ る 。」 と説 かれ て い る。
煩 悩(nonmonspa,klesa)の 悪 魔 の軍 衆 〔で あ る随 眠 〕 そ れ ら こそ はす べ
て の 雑 染(kunnasrionmorespa,samklesa)の 原 因 で あ る。
〔以上 は 〕Dasabalasrimitra大 師 に よ って著 され たr有 為 と無 為 の決 択 』 の
磯(D.215a)聖 一切所貴部の聖典の教法中の 「随眠決択」 と名付 く第十七章
で あ る 。 、
〔試 訳 註 〕
(1)D,marigniP.marigpani
(2)D.cespaP.zespa





(8)D.P.'diltarr次 の 如 くで あ る」 と訳 す べ きで あ るが,次 に 具体 的 な説 明が な く,
不 可 解 で あ る。 故 に,こ れ は チ ベ ッ トの誤 訳 で,恐 ら く原 文 は 「〔貪 欲 等 十種 〕 そ の











・不 鮮 明 で あ る の で,'D.に よ ってbrgyadと 読 む 。





鋤D・1・m4・hが ・mit .・ 、 ・ ・」 .・ ＼ 、
⑫D.ciItarP.jiliar尚,こ ρ 部 分 は 「〔大 遍 行 と 小 遍 行 〕 の 両 者 を‡,芦 〔諦 〕Q
障 と集 〔諦 〕 の 障 〔で あ る 〕 と 」 と 訳 され な け れ ぽ 意 味 が 通 じ な い が,一 こ ヒ ば 二 応 凍
・ 文 に 従 っ て 直 訳 し た
。 ・一'己 冒『… ㍉'瓱 ド ご
㈲D.yulkuntoP.yankun‡u群 に 従 う0,い 、
⑳D.'di'iP.'diyiD.P.と も に 誤 り。 こ れ は!dln.iと 読 む べ き で あ る 。 ・
鱒D・kh・m・mthunpad・nmimthunp・P.kh・msmthunp・dan,k。lp。mth。 。
PaP.に 従 うべ き で あ る が,し か しskalpaは1層Lskalbaの 誤 り で あ ろ う。 以 下,
D.P.と もskalba慶skal.paと 誤 ら て い る 。1、 ・.・
⑳D.deP.thawscandu'groba.niP.に 従 う。 ,・
鋤P.P.と も にroampabziと あ る カミ,こ れ はrnampagsumが 正 し い 。
爾D.gip.gisP.に 従 う。
㈲D.P.phantshunnimayin直 訳 し た が 意 味 不 明 。
㈹D.khamsgsumP.khamsmthunP.に 従 う。
㈱D.dmigspamedpaChenpoP.dmigspaChenpoP.)'Y従 う。
働D.denasP.desnaD.に 従 う。 。
⑳D.dagP.danP.に 従 う。 昌1
㈱D.P.rnampabziと あ る が,,こ こは 意 味上,文 脈上 よ り考 察 し て,rnampagcig
と読 むべ きで あ ろ う。但 し,続 い て説 か れ る 引用 部 分 の記 述 と矛盾 し てお り;不 可 解
で あ る。
⑳D・P・rialbarmibyedcinと あ るが,こ れ は続 くzenab部 分 が女 落 して い る
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ツ トワ ・サソグラバに於け る補特伽羅説の批判 ⊥r仏 教研究』《仏教研究会)3巻3
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(4)前 田至成 「三彌底部(Sammitiya)の 業思想 」 『相愛タ子大学 ・相愛 女子短期大学
研究言侖集』28pp.1-21●
⑤・三友健 容 「「我 」を主張蔓た部 派(一 ～三)」 『国訳一切経三蔵集 』 第3輯PP.125
-152..





代 等 全 般 に 亘 る詳 細 な 研 究 が・P・SkillingY`よ っで近kBuddhistStudiesReview
に"TheSamskrtasamskrtaviniscayaolDasabalasr3mitra"と 蹕 して発 表 さ れ る
との こ とで あ る。
(8)尚,14世 紀 前半 期 の 作 で あ う3ustonの 仏 教 卑,BuStan・ のbsta.n'gyur目 録 に
はSAVに 関 す る記 載 は な い。 ・
(9)・、宮 崎 啓 作rStobs・bcudpalbses-greenの 正 量 部 の 随 眠 」 『印 度 学 仏 教 学 研究 』29
巻1号pp.120-1.
⑩ 同rStobs-bcudpalbes-greenの 不 動決 択 と名 つ くる第 二十 品」 『印度 学 仏教 学 研
究 』28巻2号PPS148-9.、 、
⑪ パ ー リ原 典 につ いて は,森 祖 道 「新 資料Vimuttimagga」r印 度 学 仏 教学 研 究 』17
巻1号pp.132-3,チ ベ ヅ ト訳 につ い ては,佐k木 現 順r解 脱 道論 一 頭 陀 品 チ ベ ッ ト
校 訂 本 文 並 び に 訳註 一 』 法 蔵館1958参 照 。
⑫D.63-3-7(126a')P.12-4-3(26a3)ff.
⑬D.66-1-4(131a4)P.15-1-3(32a3)ff.正 量 部 の結 集 に関 す る記 述 で あ るが,こ
れ に はP.Skillingの 詳細 な研 究 が あ る。op.cit.PP.40-52.そ れ に よれ ば,正 量 部
に は,仏 滅 直 後,仏 滅 後100年,後400年,後700年,後800年 の 計5回 の結 集 が存 在 し
た と伝xら れ る。 この中,第3回 結 集 はVatsiputraに よ り,第4回 結 集 はSa皿mata
に よ り,そ し て第5回 結 集 はBhutikaとBuddhamitraY'よ り招 集 され た とす る。
この所 伝 はVats3putriyaとSammatYyaの 成 立 事 情 につ い て,又,VatsYputriyaと




⑰ チ ベ ッ ト訳 はches'dzinpaと あ るが,こ れ は 説 一 切 有部 論 書 等 に は対 応語 が 見
られ ず,正 量 部 独 自の法 と思わ れ る。
⑱ 『大 毘 婆沙 論 』 に犢 子 部 説 とし て補 特 伽羅 が説 か れ る中,有 随 眠,無 随 眠 な る語 が
一.17-一.
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見 られ るが,こ こに 言 う随 眠,非 随 眠 とは関 係 ない 。 犬 正蔵27巻116=b。 瞞'
⑲AKBh.P.Pradhaned.P.278.r倶 舎 論 』大 正 蔵29巻98・cAKA."p.443r順 正 理
論 』 大 正 蔵29巻599・b等 ざ
⑳Kv(PTS.)pp.499-501.P異 部 宗 輪 論 』大 正蔵49巻15・c-16・a等 。
⑳AKBh.P.278r倶 舎 論 』 大 正 蔵29巻99・aAKV.P.444AbhidharmadipaP.S.
Jainied.p.222等 。 尚,こ の 問題 につ い て は佐k木 現 順 『煩 悩 の研 究 』pp.92-123,
三 友 健 容rAnu6ayaの 語義 とそ の解 釈 」 『印 度 学仏 教 学 研究 』23巻2号pp.(110)一
(115)等 に詳 しい 。
㈲P順 正理 論 』 大 正蔵29巻599・b-c。
⑳ 例 えば 『長 阿含 経 』大 正蔵 享巻108・b,『 中 阿含 経 』 同446・c,『 雑 阿 含経 』大 正蔵
2巻271・c,『 増 一 阿 含経 』同636・b等 。
㈲ 大 正 蔵28巻900・bそ の他,『 大 毘 婆沙 論 』 大正 蔵27巻256・a,『 阿 鹿 曇心 論 』大 正
蔵28巻815・c,r舎 利 弗 阿毘 曇 論 』大 正蔵28巻648・a等 。
⑳ 大 正 蔵17巻192・b尚,こ れ はr阿 毘曇 甘 露 味論 』 大 正 蔵28巻970・b,『 雑 阿 毘曇
心 論 』 同881・bに 説 か れ る邪 解 脱 の定 義 と同 一 で あ る。
㈲ 大 正 蔵26巻416・bそ の地r法 蘊 足 論 』 同483・a。
鋤 大 正 蔵26巻615・bそ の他r品 類 足論 』 同700・b,『 入 阿毘 達 磨 論 』大 正蔵28巻983・
b等 。
鰺 大 正 蔵27巻256・a。
⑳r倶 舎論 』大 正 蔵29巻101・cr順 正 理 論 』 同611・a,但 し,AKBh.の 対 応 箇所 に
は,こ の記 述 は 明示 され てい な い 。
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